
祭~友八鰯\qふ控除3喜\~沼浴で郊\欽芸\鵠沼江主、

ベストソフォ…ム部門 表彰物件
れ絞る~\紋怠滋る\獄⑤公安\8liN立芸\敏弘数ぶ鵠\鉄民主る\<'iX9必私鉄車\偽\gふ，~蒸れ絞め~\鰐マヨる\奴宮慢話3

東洋大学朝霞校舎実験工欝棟

所在地:埼玉県襲壌市開  48-1

年:1979年(昭和田年)

己主鯵年:2005年(平成 17年)

用 主義:大学校舎(工房機〉

(改穆前)大学校舎(研究捺〉

建物所有者:学技法人東洋大学

改穆設計者:~掲久来設計+内田祥士

改暢撞  I者:麗島建設機

大e学の組織再編の重さきの中、新学部の設立に向け、イ吏われなくなった校舎を患いさつで改修し利用す

ることで、 1979年竣工の老桁化した校舎を見事にや内生したプロジコ二クトである。

当時倉庫として残っていた出研究窓議を解体せず¥躯体を磁力スケルトンとして蒋利贈し、その特援

を新しい学部のあり方に上手に重ね合わせるという学部儲からの提案が、検討の結巣、解体新築よりも

においても工期においてち有利であるとの判離がなされ、実環したものである。療構造の既存建

物は構造的にも堅牢で補強もなしで再利用できることが検証された。従議中庭であった部分に既存躯体

を科濯して屋根を架け、新しい学部の教育スタイルの中で中心となる役割を呆たす空間を創り出した。

ここでは様々な新しい教育の試みが行われる。かつて中庭であったとは忠えない豊かなアトリウム提聞

である。その問国にはかつての研究室群の小部屋がつらなる。これらの部患の鵠仕切りが模造体そのも

のである O それらを髄約とせず、積極的に利贈することで、 1階では実験室、 2、 3階では学生たちの

スタジオとして心地よく住われる校舎が由来土伶がった。そのインテリアには多くの木費材料が効呆的に

用いられた。 名スタジオ小室天井の務子、蕗下天井の jレーパ一、アトリウムの大きなフミ井のルーパーに

も防火の認定を受けた木材が銭われていて、暖かい雰盟気を創り出した。構蕊にも多くの工夫がある。

中庭部分の屡援の荷重は当然増加したが、アトリウムに出したコンクリートの手すり墜を撤去ナること

で全体の衛重は大舗に軽畿、結果地震に対しての補強は必要ではなくなった。さらにその結来、擁工殺

も経済性も大いに向上したものとなった。

設講師においても、研究室を教家等ヘコンパ〕ジョンしたため躯体的に斜約条件が多い中、夫弁耐に

木製jレーパ…を設童、天井内に照明器具、コンセント .LAN取出口、配線用ケーブyレラック及び、空調機

器を収納することにより、保守点検が容易でかつフレ今シビリテイ]の有るものになった。空調設儲は、

電気式空冷ヒートポンプマルチエアコン (EHP)方式で個踏遂転及び制御性を舟上させ、ランニングコス

ト、省エネルギ…の低械が関られた。バリアフリー対策として、車精子対応製ょにレベ}ター、多局的便

所などを設費し、水建りのディテールも細かな記長誌がなされているのが目立つ。

外壌は…切従前のままで変わらず、訪れる人は中に入って、学生たちの活発な活動を肌で感じて、初

めてその変貌振りにび、っくりする。これから大きく変化せぎるを得ない大学キャンパスの中での、改修

のモデルケースとなる女子例である。 
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